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は じ め に 

 

本報告書は、宮城県が主催する「地域計画実現促進研修会」の中で「紫波町における地域計画策定経過と

実現に向けた取組」と題して講演する機会があったことから、主にこれまで公表してきた産業政策監調査研

究報告の内容を再編集し研修会資料としてとりまとめたものです。 

地域計画は、2025 年 3 月末の法定期限までに、全国の農業振興地域のほぼすべてで初回の「地域計画」お

よび「目標地図」の策定が完了し、2026 年 4 月現在では 18,894 地区で地域計画が策定されています。策定

された計画のうち、10 年後の農地利用を示す「目標地図」において、「後継者が決まっていない農地」が全体

の約 3 割（約 134 万 ha）に上ることが判明しています。この「受け手不在」の農地をいかに集約・集積する

かが大きな課題とされ、国では、これらの計画を実情に合わせて毎年見直す「ブラッシュアップ」を全国で

進めています。 

本報告書では、受け手不在の農地（以下白地農地という。）が発生する原因は、農業収益の悪化→農業後継

者の他産業への就職→農業従事者の高齢化・担い手不足→供給農地増加→白地農地の発生ととらえていま

す。 

このため、白地農地の解消は、白地農地そのものをどうするかという対症療法的な対策では解決が難し

く、農業の収益性をどうやって向上させるかという対因療法的な対策を講じることが必要と考えています。 

したがって、本報告書では、地域計画そのもののブラッシュアップや計画の実現をどうするかということ

については直接的に言及していません。対因療法につながる農業収益向上対策として試行しているリーディ

ングプロジェクトの紹介と農政課としてモデル的にかかわっている地区を紹介しています。 

今回の講演にあたり新たに加えた内容は次の通りです。 

〇宮城県の農業経営体数と供給農地の予測値 

東北各県の農家残存率（2035 年の個人経営経営体数÷2020 年の個人経営体数） 

  山形県 57％＞青森県 53％＞福島県 49％＞宮城県 46％＞岩手県 43％＞秋田県 39％ 

  全国的には稲作地域の農家残存率が低いのに対し、宮城県の農家残存率は平坦水田地域（稲作地帯） 

で農家残存率が高く、混住兼業地域の残存率が低い特徴があります。 

〇地域計画の実現に向けた取組 

  今回紹介している地域計画の位置づけと主な取組状況は次の通りです。 

   水分地区（平坦水田地域）：紫波町のフラッグシップとしてロードマップに基づき自律的に活動 

   赤石地区（混住兼業地域）：担い手の減少が著しい地域での農地需給ミスマッチ解消策検討 

佐比内地区（丘陵果樹地域）：高齢化が著しい中山間地域での水田の管理主体の創設 

地域計画ごとの地域特性と具体的な内容については、表１地域計画の地域特性と具体的な取組内容を

参照してください。 

〇生成ＡＩを活用したグラフィック化 

  講演内容を理解しやすくするため、講演の基となっている産業政策監調査研究報告を NotebookＬＭを

活用しグラフィック化しています。作成されたグラフィックには、不正確なところもあるので、正確な

数字や解説については、表２関連する産業政策監調査研究報告一覧に掲げている報告書を参照してくだ

さい。 

 

本報告書を地域計画の見直しの際の参考資料としていただければ幸いです。 



2 

 

 

表１ 地域計画の地域特性と具体的な取組内容 

地域計画と地域      地 域 の 特 徴     具体的な取組内容 

 

水分地区 

 

平坦水田地域 

 

町内で最も担い手が多く、大規模な水田

作経営もある稲作地域 

 約 20 年前に水分地域全体を包含する水分

営農組合が設立され、地域のまとまりがあ

る。 

 地域計画策定にあたり、地域で独自に水

分地域計画策定委員会を設立し水分水田農

業ビジョンとして策定した。 

 ビジョン実現のための 14 の成功要因に基

づき具体的な 36 項目のロードマップ作成 

＜2025 年取組実績＞ 

 水分未来会議設立、栽培管理支援システ

ムザルビオ現地実証、農地マッチングアプ

リ実証、循環型酒造開始、労働力確保研修

会開催、農地の一元的管理研修会開催 

 

赤石地区 

 

混住兼業地域 

 

 町内で最も急激に担い手の減少が進んで

いる地域 

 もち米の生産団地があり、もち米の生産

が盛んな地域 

交通の便がいいため、通勤兼業が増加す

るとともに近年宅地開発が進み移住人口が

増加している。 

 規模拡大したい担い手が極端に少なく農

地の需給ミスマッチが深刻。 

今後の農地の意向を明らかにする営農意

向調査を実施。調査結果を踏まえ、今後、

大規模水田作経営体の育成、時期別マッチ

ング地図作成、農地継承事前登録制度につ

いて検討 

 

佐比内地区 

 

丘陵果樹地域 

 

 町内で最も高齢化が進んでいる地域、ぶ

どう団地があり、ぶどう生産が盛んな地域 

稲作は小規模な水田が河川沿いに存在し

農地の受け皿となる大規模水田作経営体が

ない。 

 地域の水田の受け皿となる法人（株）エ

イトファームを設立 

 法人は水稲栽培、土木工事、除雪作業を

組み合わせて周年就労を目指す。 

 

表２ 関連する産業政策監調査研究報告一覧 

 号 タ     イ     ト     ル 公表時期 

第 16 号 畑に見出す新たな価値 令和 4 年 8 月 

第 17 号 地域の農地を一元的に管理する管理主体の創設 令和 4 年 8 月 

第 20 号 子実トウモロコシ産地化に向けた課題と展開方向 令和 5 年 4 月 

第 23 号 地域計画作成に向けた農地の需給見通しとリーディングプロジェクト 令和 5 年 8 月 

第 27 号 地域計画作成に向けた認定農業者の分析と農地の需給見通し 令和 6 年 5 月 

第 35 号 紫波町水分地区の担い手及び農地の見通しと今後の対応方向 令和 7 年 1 月 

第 37 号 紫波町水分地区における地域計画策定経過 令和 7 年 4 月 

第 38 号 紫波町におけるビール用大麦生産の取組経過 令和 7 年 5 月 

第 39 号 農地中間管理事業を活用した農地の一元的管理方式の考え方 令和 7 年 7 月 

第 41 号 紫波町における地域計画策定経過と今後の展開方向 令和 8 年 1 月 

第 42 号 地域農業動向予測システムの地域計画での活用 令和 8 年 2 月 

第 44 号 紫波町における地域計画策定経過と実現に向けた取組 令和 8 年 5 月 
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2.地域計画の策定過程 
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（２）農地の需給見通しの定量化 
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（３）宮城県の農業経営体数と供給農地の予測値 
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④混住兼業地域の取組 
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⑤山間地域のプロジェクト 
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（５）水分地区の地域計画策定経過 
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3.実現に向けた取組 
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（2）地区別取組状況 
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②水分地区地域計画（平坦水田地域） 
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④佐比内地区地域計画（丘陵果樹地域） 

 

 

 

 

 

 



89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



90 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



91 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



92 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



93 

 

 

 

 

 

  



94 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農村政策調査研究報告 第 44 号 

 

紫波町における地域計画策定経過と実現に向けた取組 
～リーディングプロジェクトと地域別（平坦水田、混住兼業、丘陵果樹）取組状況～ 

 

 

  執 筆  農村政策フェロー 小川勝弘 

2026 年 5 月発行  

発 行  岩手県紫波町 産業部 農政課 

連絡先  〒028-3392 岩手県紫波郡紫波町紫波中央駅前二丁目３番地 1 

電話 019-672-2111（代表） 

紫波町ホームページ https://www.town.shiwa.iwate.jp/ 

 

 

農村政策調査研究報告書とは、紫波町の農政課題解決のために農村政策フェローが実施した

調査研究結果をとりまとめたものです。 

報告書の中に政策提案的な内容も含まれていますが、これは、調査研究結果に基づき今後必

要と考えられる施策の考え方として記載しているもので、報告書公表時点で、必ずしも紫波町

の施策として実施しているものだけではないので留意願います。 

なお、2026 年度の紫波町の組織変更に伴い、報告書の名称を従前の「産業政策監調査研究報

告」から「農村政策調査研究報告」に変更しています。 


